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ネズ爺

Vol.19　DASH

爺：今回は、ドローン兵器の特許じゃ。 
ハ：あれ、ドローンって、プロペラが四方に付いてる、平たい十字架形状のメカですよね。

この公報の図面を見ると、普通のヘリコプターですよ。
爺：フォフォフォ、今のドローンとは、確かに形が違うのう。
ハ：図面には、座席まで描かれていますけど。
爺：特許は、二重反転ロータを有するヘリコプターの方向制御システムに関するものじゃ。

しかし、この技術を使って1950年代末に軍用ドローンが開発されたんじゃ。

今なら、ドローンと
いえば、こんな感じ
だけど……。

今回の特許公報：
回転翼機の方向制御システム

米国特許第 2,835,331 号
発明の名称：Directional control 
system for rotary wing aircraft 
権利者：Gyrodyne Company Of 
America, Inc.
発明者：Arthur Marquis Losey、James 
V. Ryan、Edward W. Strong 他
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登録日：1958 年 05 月 20 日

機体の回転が
課題なのじゃ。

ハテニャン
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１．対潜兵器DASH

爺：本件特許を利用したDASH（ダッシュ）について説明
するゾ。まずは、プラモデルの箱絵を見てもらおう。

ハ：海上自衛隊の護衛艦のプラモデルですか。箱絵の左
上、丸で囲ったところに何か飛んでいますね。

爺：これがDASHじゃよ。
ハ：おお～！　なるほど、これがDASHですか！　……っ

て、一体、DASH って何なのですか？
爺：Drone Anti-Submarine Helicopter、つまりドローン

型対潜ヘリコプター、略して、DASHじゃ。
ハ：なんかMonster Attack Team、略してMATみたいで

カッコイイ！　あっ、４文字だから、Global Unlimited 
Task Squadで、GUTSのほうが近いかな※1。

爺：オホン！　あ～、もういいかな。
ハ：ははは、すみません、つい。つまり、無人の対潜ヘリ

コプターというわけですね。対潜とのことですが、対
潜兵器として何を搭載したのですか？　爆雷かニャ？

爺：いい質問じゃ。DASHは対潜兵器としてホーミング魚
雷※２を搭載したのじゃよ。

ハ：ホーミング魚雷って、うちっぱなしではなく、自分自
身で敵艦を自動追尾する魚雷でしたっけ。

爺：そのとおり。それ故、発射角度などの繊細なコントロー
ルが必要とされないわけじゃ。艦隊を待ち伏せしてい
る敵潜水艦を艦船のソナーで探知し、DASHで魚雷を
近くまで運んで攻撃するというわけじゃよ。

ハ：なるほど。平たくいえば、魚雷を積んだラジコンヘリ
コプターということですね。

爺：コラコラ、そんな夢のない表現をしてはいかん（苦笑）。
当時は、ハイテクな香りのするメカだったのじゃ。

ハ：時代を感じるニャア。本件特許は1954年の出願です
ね。DASH って、いつごろ使われた兵器なんですか？

爺：米国海軍が使用したのは1960年代じゃよ。

ハ：でも、左図のプラモデルは海上自衛隊の護衛艦ですよね。
爺：そうじゃ。海上自衛隊でもDASHを使用していたの

じゃよ※３。呉にある海上自衛隊の史料館「てつのくじ
ら館」にも次のとおり展示されておるぞ。

ハ：おお！　軽トラぐらいのサイズでしょうか？
爺：330馬力のターボシャフトエンジンを積んだ、スー

パー軽トラというわけじゃ。海上自衛隊はこのDASH
を1977年まで運用しておる。米国海軍は運用中に多
大な損失を出し1960年代末には運用を中止している
から、海上自衛隊はより長く使ったわけじゃな。

ハ：さすが、自衛隊。米国海軍より丁寧に使ったんですね。
爺：それは違うのう。米国海軍における最大の損失原因は、

空母を離発着する航空機の交信電波がDASHの制御電
波に影響を与えたことであるといわれておる。

ハ：そのときを避けて使えばよかったじゃないですか。
爺：喝～ッ！　航空機の離発着時には空母は直進せねばな

らない。そのため、潜水艦に一番狙われやすいのじゃ。
対潜任務の書き入れ時に、使わんでどうする！

ハ：わわっ、ゴメンナサイ。海上自衛隊は空母を持ってな
かったから、電波の混線が起こりづらかったんですね。

爺：そういうことじゃ。それに、海上自衛隊は目視可能範
囲で運用したのに対して、米国海軍は、レーダーを
使って目視可能範囲を超えて運用したようじゃ※４。

ハ：米国海軍での運用はよりハードだったんですね。
爺：自衛隊がDASHの運用を終了できなかった理由はもう

一つあるが、後にしよう。さて、本件発明の技術的な
話に移ろう。DASHは小型艦艇の甲板で取り扱うため、
二重反転ロータを採用しておる。

ハ：なるほど。このタイプのヘリコプターは、テールロー
タがないので、小型化ができますね※５。

Comments

※１） MATは「帰ってきたウルトラマン」、GUTSは「ウルトラマンティガ」「ウルトラマンダイナ」の怪獣対策チームである。ちなみに、
TDF（ウルトラセブン）はTerrestrial Defense Force、TAC（ウルトラマンＡ）はTerrible-monster Attacking Crew、ZAT（ウルト
ラマンタロウ）はZariba of All Terrestrial、そしてXIG（ウルトラマンガイア）はeXpanded Interceptive Guardiansの略である。

※２） 米国やドイツで第二次世界大戦末期に開発されたが、探知能力が低いなど課題も多く、実戦で成功した兵器とはいえなかった。米国は
1958年にアクティブホーミング型のMk.44型の開発に成功し、これ以降、対潜兵器としてもホーミング魚雷が活用されるようになった。

※３）DASHは、「たかつき」型および「みねぐも」型護衛艦に搭載されて、20機程度が運用された。
※４）米国海軍のDASHは、テールが追加され、ここに位置発信装置が取り付けられているようである。
※５）通常型ヘリコプターでは、テールロータの推進力とメインロータの反動トルクのバランスを調整することで、機体を直進・旋回させる。

日本模型（ニチモ）製プラモデル　護衛艦「たかつき」

撮影：筆者
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２．本件特許のクレームと作用効果

爺：一方で、上下のメインロータのみで機体を回転させな
ければならないわけじゃ。前ページの右欄の写真、丸
で囲ったロータブレードの先端に注目してほしい。機
体の回転機構である空力ブレーキが見えるが、これが
本件発明のキーデバイスじゃ。これを見ながら、本件
特許のクレームを考えてみるゾ。

ハ：クレーム中に空力ブレーキが出てきますね。
爺：図４にこの空力ブレーキの実施形態が図示されてお

る。符号71の部材がそれじゃ※６。

ハ：ふーん、この空力ブレーキは、ロータブレードの回転
方向外側に開閉可能な構造を持っているのですね。ど
のように機能するのかニャア？

爺：この空力ブレーキを開いたらどうなる？
ハ：ん～、ロータブレードの回転に、より大きな負荷がか

かることになりますよね。

爺：ここでおさらいじゃ。「非対称飛行機」の回※７で説明
したとおり、回転するプロペラには、常にプロペラト
ルクが生じる、ということを覚えておるか？

ハ：一方向に回転する物体には、反対方向に反動トルクが
生じるんでしたね。

爺：偉いぞ、よう覚えておった。二重反転ロータ式のヘリ
コプターでも同じじゃ。機体が静止している状態で
は、同じ回転数で反対方向に回転する２つのロータブ
レードの反動トルクが釣り合っておるわけじゃな。

ハ：なるほど。空力ブレーキを開くと反動トルクが大きく
なって、両者のバランスが崩れるというわけですね。

爺：そういうことじゃ。つまり、上下のロータブレードの
うち、相対的に反動トルクが大きいほうに機体が回転
するというわけじゃよ。

ハ：頭イイ！
爺：図示すると、次のとおりじゃ。

ハ：それにしても、この複雑な作用効果をもつ構造を、大
変シンプルなクレームで表現していますニャア。

爺：うむ。クレームの表現がとてもよい。「one direction 
/ the opposite direction」（ 一 方 向 ／ 反 対 方 向 ）

「predetermined speed」（所定速度）など、必要最小
限の表現で、この構造を明瞭に定義しておる※８。

ハ：古い特許にも、学ぶことがたくさんありますね。

Comments

※６）本件特許では、その他、空力ブレーキの構造として、スティックを突出させるもの、タブ型のものなど複数の実施形態が提案されている。
※７）本誌2017年１月号。
※８） 本件特許のクレーム表現は、限定的ではなく、しかし十分に明瞭である。例えば、ロータの回転方向については、右左を使うことな

く、一方向、反対方向という表現を使って限定を避けている。一方で、ロータについては第１ロータ、第２ロータといった用語を使
うことなく、上下という分かりやすい言葉で説明している。実用形態では３つ以上のロータは考えられないからである。クレームの
範囲を広くしようとするとつい難解な表現になりがちだが、明瞭性も考慮する必要があろう。

１. In a rotary wing aircraft having a fuselage and 
two load-carrying rotors turning in opposite 
directions at a predetermined speed ratio relative to 
one another and having rotor blades, means for 
controlling the directional heading of the fuselage 
comprising aerodynamic brakes at the tips of said 
rotor blades, and means for selectively actuating said 
tip brakes of a rotor turning in one direction while 
the tip brakes of a rotor turning in the opposite 
direction are inactive to produce a reaction torque 
differential tending to turn the fuselage about a 
vertical axis.

１．胴体と、互いに反対に所定速度比率で回転する、
ロータブレードを有する２つの搬送ロータを有する
回転翼航空機において、前記胴体の進行方向を制御
する手段であって、前記ロータブレードの先端に空
力ブレーキを有し、一方向に回転している前記ロー
タブレードの前記先端ブレーキを選択的に作動させ、
反対方向に回転している前記ロータブレードの前記
先端ブレードを不作動として、垂直軸に対して前記
胴体を旋回させる反動トルク差を生じさせる手段。

左旋回

上ロータブレードの
空力ブレーキ作動

直進

右旋回

下ロータブレードの
空力ブレーキ作動
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３．DASH以降の対潜戦術

ハ：その後、対潜戦術はどのように変化したのですか？
爺：米国海軍は、DASHを有人ヘリコプターで代替したの

じゃ。これをLAMPSという。
ハ：また、略語ですね！　どういう意味ニャのでしょう？
爺：Light Airborne Multi-Purpose System、 す な わ ち、

軽航空機多用途システムの略じゃ。
ハ：多用途ですか？
爺：そうじゃ。対潜水艦・対水上艦艇の索敵・戦闘、救難

などを担うシステムじゃ。下の模型は、当時、この
LAMPSを担ったSH-2Dヘリコプター※９じゃ。

ハ：DASHに比べると全長で３倍ぐらい大きいですね。
あっそうか！　海上自衛隊が、DASHの運用をなかな
か終了できなかったのは、代替になる有人ヘリコプ
ターを運用する護衛艦を持ってなかったからですね。

爺：よう気づいた。海上自衛隊では、ヘリコプター運用能
力を有する護衛艦をDDHと呼ぶのじゃ。今でこそ、「い
ずも」級、「ひゅうが」級の大型DDH型護衛艦を有す

る海上自衛隊じゃが、最初のDDH型護衛艦「はるな」
の導入は1973年じゃからな。

ハ：米国海軍のように1960年代でDASHの運用はおしま
い、というわけにはいかなかったのですね。ところで、
今やドローン全盛時代だし、デジタル通信で混線もな
いでしょうから、新型DASHが作れないですかね？

爺：難しいところじゃな。なにせ、今や対潜魚雷の運搬手
段は、ロケットじゃからのう。

ハ：ロ、ロケットですか？
爺：そう、ロケットじゃ。これをアスロック※10という。 

Anti-Submarine Rocket の略じゃ。魚雷をロケットで
運ぶんじゃよ。

ハ：魚雷を、ミサイルみたいに飛ばすんですか？
爺：そうじゃ。最近の艦艇には、VLS※11という垂直発射

装置が付いておるが、これを使ってロケットで敵潜水
艦が潜む海域へ一気に魚雷を運んでしまうのじゃよ。

ハ：そりゃ、対応時間が短そうですね。出る幕はないかも。
爺：しかし、自動的に艦隊周囲を対潜、対空索敵するド

ローンならばアリかもしれん※12。
ハ：んー、自動化した無人機による索敵ですか？　いっそ

のこと、国際的な戦闘エリアをつくって、そこで無人
兵器だけで戦争をやるのってどうでしょう？

爺：それが人類に向けられないことを祈るばかりじゃな。

Comments

※９） 愛称をシースプライトという。LAMPS用に開発されたヘリコプターではなく、1962年から救難や連絡用に使われた機体であったが、
LAMPSに組み込まれ、米国海軍では2001年まで長い期間使われた。自衛隊では使用されていない。

※10） 射程11km程度とDASHより運用距離は短いが速度的に十分こちらに軍配が上がるであろう。なお、DASHを運用した「みねぐも」
型護衛艦もDASH運用終了後にアスロック用のランチャーを装備した。

※11） Vertical Launching Systemの略であるロケット誘導装置の進歩によって発射の指向性が問われなくなり、艦艇の甲板に桝
ます

目状のラ
ンチャーが取り付けられている。今や、攻撃型潜水艦にも取り付けられ、潜水艦の戦闘空間は、水中だけではなくなっている。

※12）実際、米国海軍はMQ-8という偵察用のドローンヘリコプターを試作している。
※13）魚雷自らが音を発し目標からの反響を追尾する方式をアクティブ、目標自身の音を追尾する方式をパッシブという。

米国の航空魚雷 　第二次世界大戦時、米国海軍は Mk.13 魚雷を使用し、雷撃機
は敵水上艦艇の進行方向および速度を計算して、見越し角を付けて
魚雷を投下していた。戦後、Mk.44・Mk.50 魚雷といったホーミン
グ魚雷が実用化されると、水上艦艇攻撃は、急速に発展した対艦ミ
サイルに譲り、これら魚雷は海中に潜む潜水艦攻撃に用いられること
になる。Mｋ.44・Mｋ.50 魚雷は Mk.13 魚雷に比べて重量・サイズ
が小型化され、固定翼機のみならずヘリコプターによっても運用でき
るようになった。すなわち、同じ航空魚雷といっても、両者間には用途・
運用に大きな隔たりがある。なお、アスロックはこれらホーミング魚雷
にロケットブースターを付けたもので、魚雷本体は同一である。

名称 全長 直径 重量 速度 有効射程 ホーミングタイプ

Mk.13（1931 年）
Mk.44（1958 年）
Mk.50（1996 年）

4.09ｍ
2.5ｍ
2.9ｍ

57ｃｍ
32.4cm
32.4cm

1005kg
196kg
363kg

33.5ノット
32ノット
40ノット

5.7ｋｍ
5.5ｋｍ
20ｋｍ

（うちっぱなし）
アクティブ

アクティブ・パッシブ共用

Mk.13

Mk.44

Mk.50

※13
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